
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-07-20

起立工商会社の輸出工芸品製造事業に関する考察

(Citation)
美術史論集,12:44-63

(Issue Date)
2012

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81010424

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81010424

安永, 幸史



研
究
論
文起

立
工
商
会
社
の
輸
出
工
芸
品
製
造
事
業
に
関
す
る
考
察

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
『
温
知
図
録
』
、
パ
リ
万
国
博
覧
会

序起
立
工
商
会
社
は
、
明
治
六
年
(
-
八
七
三
）

期
間
中
に
、
佐
野
常
民
(
-
八
二
三
ー
一
九

0
二
）
が
結
社
さ
せ
た
「
官
立
民

営
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
と
も
言
わ
れ
る

8
本
製
品
輸
出
の
た
め
の
会
社
で
あ

の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の

る
。
取
り
扱
っ
て
い
た
製
品
は
、
基
本
的
に
陶
磁
器
な
い
し
は
銅
器
を
中
心
と

し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
起
立
工
商
会
社
の
経
営
は
、
基
盤
の
脆
弱
さ
も

あ
っ
て
決
し
て
良
好
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
次
第
に
下
火
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
明
治
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
に
は
廃
業

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
起
立
工
商
会
社
に
つ
い
て
は
主
に
経
済
史
の
立
場
か
ら
、
運
営

資
金
な
ど
の
問
題
に
着
目
し
た
上
で
研
究
が
進
め
ら
れ
、
内
務
省
に
よ
る
特
定

企
業
へ
の
虹
接
資
金
賃
与
を
主
体
と
し
た
、
初
期
の
明
治
政
府
に
よ
る
幾
分
ず

さ
ん
な
国
内
産
業
奨
励
政
策
の
一
例
と
し
て
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

美
術
史
の
分
野
か
ら
は
、
樋
田
慨
次
郎
氏
に
よ
る
起
立
工
商
会
社
の
下
図
の
調

安

永

幸

史

介
研
究
な
ど
、
起
立
工
商
会
社
に
よ
る
工
芸
品
製
造
に
注

H
し
た
研
究
は
存

在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
当
時
の
起
立
工
商
会
社
の

物
品
製
造
活
動
の
意
義
や
役
割
を
、
明
治
政
府
が
主
導
し
て
い
た
応
用
美
術

政
策
の
中
で
捉
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
前
後
か
ら
、
明
治
政
府
は
輸
出
振
典
と
国
威
発

揚
と
い
う
観
点
か
ら
、
美
術
を
工
芸
品
に
応
用
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
の
時
期
は
、
美
術
に
お
け
る
応
用
的
価

値
が
非
常
に
重
重
要
視
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
状
況
に

関
し
て
、

『
温
知
図
録
』

か
ら
う
か
が
え
る
、
博
覧
会
な
ど
に
際
し
た
明
治
政

府
に
よ
る
民
間
業
者
へ
の
工
芸
図
案
指
導
は
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し

か
し
、
『
温
知
図
録
』
が
注

H
を
集
め
る
一
方
で
、
起
立
工
商
会
社
な
ど
、
そ

の
図
案
指
導
を
受
け
て
い
た
民
間
の
製
造
事
業
体
が
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
へ
の
考
察
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
確
か
に
、
明
治
十
年
代
の
、
特
に
輸
出
用
工
芸
品
の
製
造
に
お
い
て
、

政
府
に
よ
る
図
案
指
導
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
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い
。
し
か
し
、
図
案
と
い
う
も
の
が
そ
れ
単
体
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
以

上
、
実
際
の
製
造
現
場
が
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
こ

と
は
、
当
時
の
輸
出
工
芸
品
製
造
の
全
体
的
な
状
況
を
捉
え
る
上
で
必
要
な
作

業
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
起
立
工
商
会
社
の
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）

パ
リ
万
国
博
覧
会
前
後
の
時
期
に
お
け
る
輸
出
用
工
芸
品
製
造

の
状
況
を
、
明
治
政
府
の
応
用
美
術
政
策
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す

る。

起
立
工
商
会
社
の
概
略

起
立
工
商
会
社
の
創
立

起
立
工
商
会
社
の
成
立
の
契
機
は
、
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で

あ
る
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
太
政
類
典
』
第
二
編
所
収
「
エ
商
会
社
総
代

松
尾
儀
助
等
資
金
ヲ
三
井
組
ヨ
リ
借
人
処
分
」
に
は
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

営
時
英
國
事
務
官
長
ヲ
ー
ベ
ン
ヨ
リ
同
國
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
バ
ル
ク
會
祉

ノ
企
望
ナ
ル
由
ヲ
以
テ
、
右
家
屋
ヲ
同
園
首
府
倫
敦
二
移
シ
、
此
家
屋
二

於
テ
我
物
品
ヲ
売
悶
カ
ン
ト
シ
先
ツ
家
屋
ヲ
求
メ
度
ヲ
談
判
ヲ
来
タ
リ
シ

（
中
略
）
幸
ヒ
霜
府
へ
召
連
来
候
商
人
共
ノ
内
、
新
二
會
計
ヒ
結
ヲ
廣
ク

商
法
ヲ
管
ム
ヘ
キ
ノ
企
ア
リ
テ
、
計
名
ヲ
工
商
會
耐
卜
琥
シ
、
エ
商
合
併

極
テ
良
好
ノ
物
ヲ
製
造
シ
、
外
国
人
二
信
義
ヲ
取
リ
永
ク
商
法
繁
螢
ノ
道

ヲ
開
度
、
就
テ
ハ
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
バ
ル
ク
社
中
へ
差
送
ル
ヘ
キ
物
品
ハ

工
商
會
祉
ニ
テ
引
受
、
製
造
ノ
諸
品
精
良
ニ
シ
テ
債
適
常
ナ
ル
モ
ノ
ヘ
ハ

博
覧
会
事
務
官
ニ
テ
検
在
ノ
印
ヲ
調
シ
（
後
略
）

こ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
パ
ー
ク
社
か
ら
物
品
販
売
の
求

め
が
あ
っ
た
際
に
随
行
し
て
い
た
商
人
に
輸
出
代
行
会
社
と
し
て
結
社
さ
せ
た

こ
と
、
少
な
く
と
も
そ
の
販
売
物
品
の
い
く
ら
か
は
栂
覧
会
事
務
官
の
検
査
が

入
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
文
書
で
の
起
立
工
商
会
社
の
創
立
は
、

明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
十
一
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

H
本
で
の
活
動

補
助
金
を
政
府
か
ら
受
け
取
る
た
め
の
申
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
活

動
は
博
覧
会
の
終
了
し
た
明
治
六
年
十
一
月
頃
か
ら
と
角
山
幸
洋
氏
は
推
定
し

て
い
る
。

こ
の
結
社
に
際
し
て
、
社
長
に
は
元
佐
賀
藩
の
下
級
士
族
で
製
茶
商
で
あ
っ

た
松
尾
儀
助
、
副
社
長
に
は
道
具
商
の
若
井
兼
三
郎
が
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
設
立
資
金
の
大
部
分
は
、
三
井
組
か
ら
の
借
り
入
れ
で
あ
っ
た
が
、
明
治

七
年
十
二
月
に
は
こ
の
借
入
金
に
政
府
保
証
を
つ
け
る
こ
と
が
太
政
官
か
ら
裁

可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
金
借
り
入
れ
に
関
し
て
、
先
に
引
用
し
た
「
エ
商
会

社
総
代
松
尾
俄
助
等
資
金
ヲ
三
井
組
ヨ
リ
借
人
処
分
」
に
は
「
到
底
資
本
金

四
万

oo餘
必
要
ニ
テ
内
壺
万

oo餘
ハ
會
社
ニ
テ
相
辮
候
へ
共
三
万
OO
ノ
差
繰
分

何
分
難
出
来
最
前
佐
野
副
総
裁
ヨ
リ
金
融
ノ
議
ハ
如
何
様
ニ
モ
イ
タ
シ
可
遣
上
曰

兼
テ
申
聞
候
趣
ヲ
以
テ
拝
借
金
ノ
儀
今
般
願
書
差
出
巾
候
」
と
あ
り
、
資
本
金

四
万
円
が
必
要
な
と
こ
ろ
一
万
円
ほ
ど
し
か
用
意
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
明
治
政
府
を
差
し
置
き
佐
野
常
民
が
ほ
ぽ
独
断
で
政
府
保
証
の
話
を
進

め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
起
立
工
商
会
社
の
創
立
時
点
で
の

融
資
に
関
し
て
宮
地
英
敏
氏
は
、
明
治
七
年
十
一
月
時
点
で
の
三
井
組
と
松
尾

俵
助
ら
の
借
用
金
証
書
に
博
覧
会
事
務
局
の
印
が
あ
る
こ
と
、
明
治
七
年
十
一

-45-



月
日
不
詳
の
大
蔵
省
か
ら
博
覧
会
事
務
局
に
対
す
る
「
達
按
」
で
、
す
で
に
事

務
局
が
保
証
人
と
な
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
佐
野
の
暴
走
と
い

う
よ
り
も
、
当
時
大
蔵
卿
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
も
合
意
の
上
で
の
佐
賀
藩
系
の

(8) 

人
脈
に
よ
る
融
資
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。

起
立
工
商
会
社
の
輸
出
活
動

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
起
立
工
商
会
社
だ
が
、
そ
の
活
動
は
陶
磁
器
を
中
心

と
し
た
日
本
物
産
の
輸
出
が
基
本
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
お
け

る

一
等
事
務
官
で
あ
る
塩
田
真
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
博
覧
会
事
務
局
長
オ
ー
ウ
ェ

ン
に
起
立
工
商
会
社
が
最
初
に
送
る
物
産
と
し
て
「
漆
器
、
陶
器
、
銅
器
、
織

物
縫
物
類
、
寄
木
細
工
。
竹
細
工
、
小
間
物
（
象
牙
細
工
、
藤
細
工
、
扇
、
団

扇
、
手
遊
類
）
、
茶
、
紙
」
を
予
定
し
て
い
る
と
、
書
簡
で
伝
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
起
立
工
商
会
社
の
取
扱
品
は
、
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）
の
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
や
明
治
十
年
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
も
基

(lO
)
 

本
的
に
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
博
覧
会
へ
の
出
品
は
、
結
果
的
に
政
府
出
品

の
代
行
と
い
う
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
万
国
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
当
時
博
覧
会
事
業
を
管
掌
し
て

い
た
農
商
務
省
か
ら
正
式
に
出
品
物
委
託
引
受
人
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
博
覧
会
事
業
と
の
直
接
の
関
係
に
加
え
、
起
立
工
商
会
社
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
翌
年
、
明
治
十
年
二
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

支
店
（
挿
図
l
)
を
、
明
治
十
一
年
開
催
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
同
時
に
パ
リ

支
店
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
方
は
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
八
六
五
番
地
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
た
め
渡
米
し
て
い

た
参
加
者
の
中
か
ら
、

八
戸
欽
三
郎
、
小
森
徳
之
、
西
尾
喜
三
郎
が
駐
在
員
と

し
て
選
ば
れ
て
お
り
、

フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
で
の

残
品
を
当
初
の
販
売
品
と
し
て

ヽ
こ
o

v
t
 
一
方
パ
リ
支
店
に
関
し

て
は
、
明
治
十

一
年
三
月
パ
リ

万
国
博
覧
会
の
開
催
と
同
時
に
、

B
o
u
l
e
v
a
r
d
 d
e
s
 C
a
p
u
c
i
n
e
s
 

で
店
開
き
を
し
た
も
の
の
、
家

賃
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で

明
治
十
二
年
(
-
八
七
九
）

三

月
以
降
は
博
覧
会
中
の
社
員
宿

(12
)
 

泊
用
の
建
物
に
移
転
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
起
立
工
商

会
社
の
輸
出
活
動
の
枠
組
み
が

博
覧
会
事
務
局
と
の
関
係
の
中

で
設
定
さ
れ
、
ま
た
博
覧
会
と

と
も
に
そ
の
事
業
の
拡
大
が
な

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

こ
う
し
た
政
府
と

の
関
係
に
支
え
ら
れ
た
経
営
も、

し
か
し
、

明
治
十
四
年
頃
を
境
に
う
ま
く

い
か
な
く
な

っ
て
く
る
。
要
因

と
し
て
は
ま
ず
、
明
治
十
四
年
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ニ
八
八
一
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
日
本
か
ら
の
陶
磁
器
輸
出
額
が
減
少
に
転
じ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
社
の
収
入
が
だ
ん
だ
ん
と
減
少
し

て
き
た
と
こ
ろ
に
、
大
蔵
卿
が
大
隈
重
伯
、
佐
野
常
民
と
続
い
た
佐
賀
藩
人
脈

か
ら
薩
摩
系
の
松
方
正
義
に
交
代
し
、
明
治
十
五
年
(
-
八
八
二
）
以
降
、
大

隈
財
政
か
ら
の
政
策
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
勧
業
政
策
の
担
い
手
が
そ
れ
ま

で
の
上
部
省
お
よ
び
内
務
省
か
ら
農
商
務
省
に
変
更
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
直
接

勧
業
か
ら
間
接
勧
業
へ
と
政
府
の
方
針
が
し
だ
い
に
転
換
し
始
め
た
こ
と
で
、

起
立
工
商
会
社
に
対
す
る
政
府
融
資
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
も
、
政
府
と
の
関
係

が
経
営
の
支
え
で
あ
っ
た
起
立
工
商
会
社
に
と
っ
て
は
痛
手
だ
っ
た
ろ
う
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
、
明
治
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
、
「
起
立
工
商
会
社

ヘ
荷
為
替
金
ト
シ
テ
貸
与
セ
シ
金
額
十
七
年
以
降
無
利
子
ニ
テ
十
五
ケ
年
賦
二

返
納
ス
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
起
立
工
商
会
社
の
荷
為
替
金
返
済
に
関
す
る

処
分
案
が
相
談
さ
れ
始
め
る
。
こ
の
資
料
の
中
で
松
尾
儀
助
は
、
経
営
の
失
敗

ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
市
場
の
ニ
ー
ズ
の

の
要
因
と
し
て
大
ま
か
に

(
l
)

差
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
、

(
2
)
流
行
の
変
遷
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ

と、

(
3
)
資
金
不
足
の
三
点
を
挙
げ
つ
つ
も
、
引
き
続
き
海
外
輸
出
業
に
従

事
す
る
意
志
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
額
の
賃
預
金
の
返
済
は
ま
ま
な
ら

ず
、
大
蔵
省
の
政
策
が
松
方
の
正
貨
獲
得
政
策
へ
と
転
換
し
て
い
く
中
、
政
府

と
の
関
係
は
最
終
的
に
解
消
さ
れ
、
明
治
二
十
四
年
に
起
立
工
商
会
社
は
廃
業

す
る
こ
と
と
な
る
。

先
行
研
究
で
の
評
価
と
問
題

こ
う
し
た
経
緯
で
廃
業
に
至
っ
た
起
立
工
商
会
社
だ
が
、
先
行
研
究
で
は

経
済
史
の
観
点
か
ら
、
資
金
面
と
政
府
と
の
関
係
に
注
目
し
つ
つ
、
直
輸
出

会
社
と
し
て
の
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
、

起
立
工
商
会
社
は
準
備
金
な
ど
七
十
二
万
四
千
円
余
も
の
貸
し
付
け
を
受
け

な
が
ら
も
、
三
十
四
万
六
千
円
程
し
か
返
済
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
利
子
含
め

四
十
六
万
六
千
円
余
が
未
納
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
回
収
率
は
極
め
て
悪
い
も

の
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
岡
田
俊
平
氏
は
明
治
政
府
に
よ
る
ず
さ

ん
な
融
資
や
匝
輸
出
商
社
育
成
の
失
敗
例
と
し
て
起
立
工
商
会
社
を
扱
っ
て
い

る
。
ま
た
、
宮
地
氏
は
、
起
立
工
商
会
社
に
と
っ
て
の
政
府
資
金
の
意
義
と
そ

の
返
済
状
況
を
詳
細
に
調
べ
、
明
治
十
四
年
以
前
か
ら
佐
野
常
民
・
大
隈
重
信

の
も
と
で
起
立
工
商
会
社
へ
の
融
資
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し

つ
つ
も
、
起
立
工
商
会
社
の
経
営
に
関
し
て
は
基
本
的
に
「
社
長
の
松
尾
儀
助

の
人
脈
に
頓
り
つ
つ
、
佐
野
常
民
や
大
隈
重
侶
と
言
っ
た
佐
賀
蒲
人
脈
に
よ
っ

て
、
政
府
と
の
蜜
月
を
維
持
し
つ
つ
経
営
を
行
っ
て
い
た
」
も
の
の
「
い
わ
ゆ

る
明
治
十
四
年
の
政
変
を
経
て
大
蔵
省
の
政
策
が
変
化
し
て
い
く
の
に
伴
い
、

そ
の
活
動
意
義
及
び
存
在
意
義
が
失
わ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
」
も
の
と
し
て

(20) 

い
る
。こ

う
し
た
評
価
は
、
起
立
工
商
会
社
を
輸
出
事
業
会
社
と
し
て
見
た
場
合
、

そ
の
活
動
と
経
営
の
実
態
を
表
す
も
の
と
し
て
極
め
て
妥
当
で
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
評
価
は
起
立
工
商
会
社
の
あ
る
一
面
を
表
し
て
は
い
て
も
、

全
て
を
表
し
て
は
い
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
起
立
工
商
会
社
は
、
付
属
工
場
へ

の
職
工
の
雇
い
人
れ
や
、
独
立
し
た
職
人
に
専
属
的
に
仕
事
を
依
頼
す
る
な
ど
、

様
々
な
形
で
物
品
製
造
に
関
与
し
て
い
た
。
実
際
、
明
治
七
年
の
創
業
虹
後
か

ら
起
立
工
商
会
社
は
浅
草
に
陶
器
製
造
絵
付
所
を
開
設
し
て
い
る
上
に
、
明
治

十
年
の
十
二
月
五
日
に
内
務
省
、
大
蔵
省
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
「
東
京
府
下

起
立
工
商
会
社
ヲ
保
護
ス
」
に
お
い
て
は
、
「
エ
商
會
社
二
於
テ
物
品
製
造
所
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ヲ
開
設
有
名
精
良
工
ヲ
募
リ
各
其
業
二
應
ジ
製
作
シ
タ
ル
精
妙
ノ
器
物
ヲ
彼
レ

二
先
立
佛
園
博
覧
會
二
出
品
致
シ
此
際
巴
里
府
二
出
店
」
す
る
と
の
理
由
で
、

政
府
か
ら
起
立
工
商
会
社
へ
出
資
を
行
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文

書
は
、
こ
の
時
期
の
起
立
工
商
会
社
に
と
っ
て
の
工
芸
品
製
造
事
業
が
、
政
府

と
大
き
く
関
連
し
た
―
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し

た
工
芸
品
制
作
を
行
っ
て
き
た
組
織
と
し
て
の
起
立
工
商
会
社
が
当
時
の
応
用

美
術
政
策
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
を
等
閲
視
し
て
は
、

起
立
工
商
会
社
と
政
府
と
の
関
係
の
全
体
像
を
捉
え
損
な
う
だ
ろ
う
。

現
在
ま
で
、
こ
う
し
た
工
芸
品
製
造
組
織
と
し
て
の
起
立
工
商
会
社
に
関
す

る
研
究
と
し
て
は
、
長
谷
川
栄
氏
や
樋
田
豊
次
郎
氏
に
よ
る
会
社
所
属
の
職
人

組
織
や
製
造
所
で
使
用
さ
れ
た
図
案
の
考
察
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研

究
は
、
図
案
や
職
工
の
経
歴
な
ど
を
ま
と
め
た
実
証
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

起
立
工
商
会
社
と
い
う
制
作
組
織
が
当
時
の
美
術
行
政
や
文
脈
の
中
で
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
明
確
か
つ
具
体
的
な
見
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
そ

こ
で
次
章
以
降
で
は
、
特
に
起
立
工
商
会
社
の
付
属
工
場
で
の
匝
接
的
な
製
造

事
業
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
当
時
の
美
術
行
政
と
起
立
工
商
会
社
と
の
関
係
に

着

H
し
つ
つ
起
立
工
商
会
社
付
属
工
場
で
の
図
案
や
製
造
物
の
分
析
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
起
立
工
商
会
社
の
制
作
事
業
の
同
時
代
的
意
義
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
指
す
。起

立
工
商
会
社
の
工
芸
品
製
造
事
業
と
美
術
行
政

前
章
ま
で
に
見
た
起
立
工
商
会
社
の
活
動
か
ら
は
、
会
社
自
体
が
博
覧
会

で
発
足
し
た
当
初
の
枠
組
み
を
後
々
ま
で
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
見
え
て
く

る
。
そ
う
し
た
博
覧
会
事
務
周
と
の
関
係
は
、
そ
の
製
造
事
業
を
考
察
す
る

L

で
も
重
要
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
起
立

I
商
会
社
に
お
い
て
、
物
品
製
造
事
業

が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
博
覧
会
事
務
局
と
の
関
連
と

い
う
観
点
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

博
覧
会
事
務
局
と
明
治
七
年
の
起
立
工
商
会
社

明
治
政
府
と
設
立
当
初
の
起
立
工
商
会
社
と
の
関
係
の
中
で
は
、
先
に
見
た

よ
う
に
、
設
立
資
金
な
ど
の
支
援
と
言
っ
た
面
で
、
佐
野
常
民
が
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ガ
国
博
覧
会
に
際
し
た
、

サ

ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
へ
の
日
本
陶
磁
器
の
売
り
立
て
に
お
い
て
は
、
佐

野
が
交
渉
役
を
務
め
た
上
で
、
起
立
工
商
会
社
が
売
却
の
主
体
と
な
っ
て
お
り
、

佐
野
と
の
関
係
は
起
立
工
商
会
社
の
活
動
自
体
に
大
き
な
影
牌
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
佐
野
は
応
用
美
術
政
策
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
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果
た
し
て
お
り
、
明
治
八
年
六
月
に
提
出
さ
れ
た
「
東
京
大
博
物
館
建
設
之
報

告
書
」
で
は
、
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
を
モ
デ

ル
と
し
た
伝
習
事
業
の
必
要
性
や
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ガ
国
栂
覧
会
で
の
伝

習
効
果
を
高
め
る
た
め
明
治
十
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧

会
を
明
治
十
一
二
年
に
延
期
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
博
物
館
か
ら
「
術
業
ニ

成
熟
ス
ル
者
ヲ
派
遣
シ
又
陶
添
器
其
他
ノ
物
品
ノ
模
範
卜
ヘ
キ
モ
ノ
及
適
常
ナ

ル
良
好
ノ
模
型
若
ク
ハ
闘
書
ヲ
支
給
」
す
る
こ
と
で
産
業
を
育
成
す
る
方
策
を

述
べ
て
い
る
。
時
期
的
に
見
て
も
内
容
的
に
見
て
も
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ガ

国
博
覧
会
か
ら
始
ま
る
政
府
の
図
案
指
導
事
業
と
佐
野
の
博
物
館
や
博
覧
会
と

絡
め
た
産
業
育
成
方
針
と
は
、
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
佐
野
の
勧
業
政
策
は
頂
接
に
持
続
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
八
年
に
博



覧
会
事
務
局
が
内
務
省
に
移
管
し
た
際
の
博
覧
会
の
定
義
に
お
い
て
、
博
覧
会

(27
)
 

の
果
た
す
伝
習
期
間
と
し
て
の
役
割
が
削
除
さ
れ
、
結
局
第
一
回
内
国
勧
業
博

覧
会
も
明
治
十
年
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
起
立
工
商
会
社
が

設
立
さ
れ
た
明
治
七
年
の
前
後
に
お
い
て
佐
野
の
博
覧
会
事
業
は
、
輸
出
増
進

と
い
う
最
終
目
標
は
あ
っ
た
も
の
の
、
国
内
産
業
育
成
的
性
格
も
強
い
も
の
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
佐
野
と
の
関
係
も
あ
っ
て
か
、
博
覧
会
事
務
局
に
と
っ
て
の
起
立

工
商
会
社
の
位
置
づ
け
は
、
結
果
的
に
単
な
る
政
府
の
輸
出
代
行
業
者
以
上
の

も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
「
エ
商
会
社
総
代
松
尾
俄
助
等
資
金
ヲ
三
井
組
ヨ

リ
借
入
処
分
」
の
中
の
「
起
立
工
商
會
社
保
護
定
限
」
に
お
け
る
細
目
第
五
節

で
は
、
「
會
社
ハ
諸
職
工
製
造
物
ヲ
進
歩
精
良
ナ
ラ
シ
メ
輸
出
品
ノ
増
加
セ
ン

j
ヲ
計
ル
カ
為
メ
ニ
設
ク
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
本
局
工
業
科
ノ
一
部
分
ノ
如
ク
看
倣

シ
官
貧
公
暇
二
旦
メ
見
巡
リ
物
品
製
ノ
方
法
形
状
及
賣
債
ノ
営
否
等
ヲ
協
議
シ

(28) 

些
ノ
注
文
物
買
入
物
卜
云
モ
容
易
二
見
過
ス
j
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
の
規
定
が
見

ら
れ
、
起
立
工
商
会
社
を
「
本
局
工
業
科
ノ
一
部
分
ノ
如
ク
看
倣
シ
」
売
値
の

み
な
ら
ず
物
品
製
造
も
博
覧
会
事
務
局
と
の
協
議
の
上
で
行
う
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
理
由
と
し
て
、
物
品
制
作
を
進
歩
さ
せ
輸
出
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
目
的

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
を
具
体
的
に
考
え
る
上
で
、
明
治
七
年
の
創
業
と
時
期
を
ほ
ぼ
同

じ
く
し
て
浅
草
米
倉
に
起
立
工
商
会
社
が
設
立
し
た
陶
器
製
造
絵
付
所
に
は
、

(29
)
 

服
部
杏
圃
な
ど
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
参
加
者
や
、
博
覧
会
事
務
局
の
製
造

(30
)
 

所
に
在
籍
し
て
い
た
人
物
が
雇
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
重
要
だ
ろ
う
。
『
澳

國
博
覧
會
参
同
紀
要
』
所
収
の
「
陶
器
画
真
着
色
発
明
後
応
用
ノ
経
歴
」
に
よ

る
と
、
服
部
は
椿
椿
山
の
画
法
を
学
ん
で
い
た
が
、
明
治
二
年
七
月
に
西
洋
顔

料
に
よ
る
陶
磁
器
絵
付

（挿

図
2
)
に
日
本
で
最
初
に
成

功
し
て
以
来
、
西
洋
風
の
上

絵
付
技
術
を
各
地
に
伝
習
す

る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
人
物

で
あ
り
、
特
に
明
治
五
年
の

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
際

に
は
、
奥
國
博
覧
會
事
務
局

が
出
品
用
陶
磁
器
製
造
の
た

め
に
浅
草
区
芝
崎
町
に
設
立

し
た
博
覧
会
事
務
局
附
属
磁

器
製
造
所
に
監
督
と
し
て
雇

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
磁
器
製
造
所
も

上
絵
付
の
み
を
行
う
施
設
で

あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧

会
自
体
佐
野
常
民
が
副
総
裁

を
務
め
た
博
覧
会
で
あ
る
。

そ
の
後
、
服
部
は
ウ
ィ
ー
ン

万
国
博
覧
会
に
随
行
し
、
明

治
六
年
八
月
に
帰
国
後
、
独

カ
で
絵
付
業
を
始
め
た
が
、

す
ぐ
に
起
立
工
商
会
社
に
雇

わ
れ
、
陶
器
製
造
絵
付
所
の

服部杏圃 〈色絵花果実文皿〉明治 7年 東京国立博物館

（右は裏面、明治 7年3月の年記有り）

挿図 2
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マ

工
場
長
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
、
松
本
芳
延
、
曽
我
徳
丸
ら
も
、

博
覧
会
事
務
局
か
ら
起
立
工
商
会
社
に
移
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会

の
際
の
博
覧
会
事
務
局
附
属
磁
器
製
造
所
で
監
督
を
務
め
た
服
部
杏
圃
が
そ
の

ま
ま
工
場
長
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
先
に
見
た
「
起
立
工
商
會
社
保
護
定
限
」

に
お
け
る
細

H
第
五
節
の
記
述
か
ら
は
、
明
治
七
年
時
点
で
の
起
立
工
商
会
社

の
製
造
事
業
で
は
、
政
府
設
営
の
製
造
組
織
を
民
間
に
お
い
て
実
践
的
に
継
承

さ
せ
る
こ
と
で
、
単
純
に
既
製
品
を
買
い
付
け
る
よ
り
も
安
定
し
た
品
質
の
物

品
を
製
造
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
時
の
西
洋
の
需
要
を
反
映

さ
せ
、
輸
出
会
社
と
し
て
業
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

見
え
て
く
る
。

明
治
十
＿
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
前
後
に
お
け
る
起
立
工
商
会
社
の
活
動

陶
器
絵
付
製
造
所
は
、
創
業
か
ら
数
年
で
廃
止
さ
れ
る
が
、
起
立
工
商
会

社
に
よ
る
工
芸
品
製
造
は
こ
の
後
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
起
立
工
商
会
社
元
社
員
西
尾
卓
郎
に
取
材
し
て
書
か
れ
た
「
西

（
中
略
）
此
頃
の
製

尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
に
は
、
「
明
治
十
四
年
頃
の
社
員
は

作
所
は
第
一
工
場
が
木
挽
町
の
裏
通
り
、
こ
こ
で
は
木
地
指
物
や
細
工
物
と
蒔

絵
、
刺
繍
と
き
に
は
七
賽
の
細
工
な
ど
を
し
て
居
っ
た
。
掛
長
は
西
尾
老
人
。

第
二
工
場
は
築
地
二
丁
目
、
本
願
寺
裏
で
、
こ
こ
で
は
銅
器
の
製
作
を
主
と
し

て
や
っ
て
居
た
。
」
と
あ
り
、
明
治
十
四
年
時
点
で
木
挽
町
と
築
地
に
二
つ
の

製
造
所
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
む
し
ろ
、
起
立
工
商
会
社
が

陶
磁
器
へ
の
絵
付
に
限
定
さ
れ
な
い
自
社
に
よ
る
一
貰
し
た
製
造
事
業
を
開
始

し
た
の
は
、
こ
の
製
造
所
に
お
い
て
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
起
立
工
商
会
社

の
製
造
事
業
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
上

で
は
、
こ
の
製
造
所
の
設
立
経
緯
は
重
要
だ
ろ
う
。
今
ま
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
明
治
十
年
十
二
月
五
日
の
日
付
の
あ
る
「
東
京
府
下
起
立
工
商
會

社
ヲ
保
護
ス
」
に
は
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
設
立

さ
れ
た
の
か
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

小
石
川
戸
崎
町
二
於
テ
製
造
所
ヲ
開
設
シ
タ
ル
高
田
新
蔵
卜
申
者
弥
増
事

業
ノ
搬
張
二
木
部
漆
器
銅
陶
器
七
宝
等
有
名
ノ
職
工
ヲ
抜
擢
非
常
ノ
賃

金
ヲ
輿
へ
専
ラ
精
巧
ノ
器
物
ヲ
製
作
致
シ
候
（
中
略
）
内
情
篤
卜
探
偵
候

処
其
｛
貰
独
逸
ア
ー
レ
ン
ス
商
會
二
於
テ
五
十
万
圃
余
ヲ
該
場
資
本
二
充
テ

（
中
略
）
本
邦
有
名
ノ
製
造
品
ハ
該
商
會
ノ
専
賣
可
致

H
的
ヲ
以
テ
已
二

明
年
佛
國
大
博
覧
會
へ
右
物
品
ヲ
展
列
シ
本
邦
工
作
物
ノ
名
春
ヲ
占
有
ス

ヘ
キ
企
二
有
心
若
シ
彼
ヲ
シ
テ
其
目
的
ヲ
遂
ケ
シ
ム
ト
キ
ル
ハ
該
社
ノ
輿

発
ハ
須
更
差
附
我
良
エ
ノ
人
民
ハ
全
ク
―
二
外
人
ノ
役
夫
卜
相
成
其
損
失
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不
容
易
議
二
付
不
得
止
事
右
禦
止
ノ
為
更
ニ
エ
商
會
社
二
於
テ
物
品
製

造
所
ヲ
開
設
有
名
精
良
工
ヲ
募
リ
各
其
業
二
應
ジ
製
作
シ
タ
ル
精
妙
ノ
器

物
ヲ
彼
レ
ニ
先
立
佛
國
博
覧
會
二
出
品
致
シ
此
際
巴
里
府
二
出
店
欧
州
人

二
祝
賞
ヲ
起
コ
サ
シ
メ
彼
ヨ
リ
注
文
ヲ
来
シ
候
様
仕
向
（
後
略
）

こ
の
文
書
の
記
述
を
細
か
く
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
ア
ー
レ
ン
ス

商
会
が
高
田
新
蔵
（
お
そ
ら
く
恨
蔵
）
の
設
立
し
た
小
石
川
戸
崎
町
の
製
造
所

に
、
五
十
万
円
余
の
出
資
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
文
書
は
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
出
資
の
目
的
と
し
て
、
そ
う
し
て
製
造
さ
れ
た

H
本
物
産
を
ア
ー

レ
ン
ス
商
会
が
専
売
す
る
意
図
が
あ
り
、
さ
ら
に
翌
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に

そ
う
し
た
製
品
を
出
品
す
る
つ
も
り
も
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
同
時
に



日
本
の
職
工
が
外
国
人
の
役
夫
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
物
産
の
利
益
を
一
方
的

に
搾
取
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
懸
念
は
、
い
わ
ゆ

る
美
術
工
芸
品
に
よ
る
輸
出
振
興
、
外
貨
獲
得
を
目
指
す

H
本
政
府
の
目
論
見

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
懸
念
を
述
べ
た
上
で
続
く
部

分
で
は
、
起
立
工
商
会
社
で
製
造
所
を
設
立
し
、
有
名
職
工
に
製
作
さ
せ
た
精

巧
な
美
術
工
芸
品
を
、
博
覧
会
に
出
展
し
、
そ
の
上
で
パ
リ
に
支
店
を
設
け
る

(33
)
 

こ
と
で
、
ア
ー
レ
ン
ス
商
会
へ
の
対
向
と
す
る
こ
と
、
そ
の
資
金
と
し
て
八
万

円
の
融
資
を
政
府
が
行
う
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
限
り
で
は
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造

所
の
設
置
の
裏
側
に
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
商
会
に
よ
る
小
石
川
の
製
造
所
へ
の
出

資
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
日
本
物
産
専
売
へ
懸
念
を
契
機
と
し
、
名
目
的
に
は

民
間
会
社
で
あ
る
も
の
の
、
当
時
大
蔵
省
に
力
の
あ
っ
た
佐
賀
藩
系
の
人
脈
を

持
つ
起
立
工
商
会
社
に
製
造
所
を
設
置
し
、
そ
こ
で
優
良
物
産
の
製
造
を
行
い
、

同
時
に
博
覧
会
へ
の
出
展
や
パ
リ
支
店
の
設
置
も
行
う
こ
と
で
、
ア
ー
レ
ン
ス

商
会
へ
の
対
向
と
す
る
と
い
う
、
極
め
て
政
治
的
な
経
緯
が
存
在
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
起
立
工
商
会
社
に
独
自
の
陳

列
書
が
あ
っ
た
こ
と
（
挿
図

3
)
も
、
こ
う
し
た
経
緯
で
の
製
造
所
の
開
設
と

(34
)
 

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
一
方
で
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
設
立
は
、
単
純
に
ア
ー
レ
ン
ス

商
会
へ
の
対
向
だ
け
で
な
い
側
面
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
パ
リ
万
国
博
覧
会
は
、

明
治
九
年
よ
り
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い
た
前
田
正
名
の
主
導
に
よ
り
そ
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
外
貨
獲
得
と
匝
輸
出
振
興
の
観
点
か
ら
、
民
間

の
欧
州
へ
の
出
店
計
画
を
、
博
覧
会
事
業
に
絡
め
て
保
護
、
支
援
す
る
向
き
が

(35
)
 

政
府
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
岩
壁
義
光
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

「起立工商会社陳列所」『巴里府万国博覧會葛員帖j

明治 11年宮内庁書陵部蔵

挿図 3

た
支
援
策
は
特
に
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
会
場
へ

の
物
品
輸
送
を
担
当
し

て
い
た
三
井
物
産
に
対

し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
政
府
に
よ

る
支
援
金
が
三
井
物
産

の
パ
リ
支
店
の
維
持
運

営
費
と
し
て
も
活
用
さ

れ
、
大
蔵
省
と
三
井
物

産
会
社
が
一
体
と
な
っ

た
、
正
貨
獲
得
と
直
輸

出
振
興
の
活
動
が
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
を
契
機

(36
)
 

に
展
開
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
先
に
見
た
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
開
設
に
関
す
る
資
料
に
お
い
て

も
、
博
覧
会
準
備
と
同
時
に
パ
リ
支
店
設
置
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要

だ
ろ
う
。三
井
物
産
に
関
す
る
融
資
の
裁
可
が
明
治
十
年
十
一
月
五
日
で
あ
り
、

先
の
起
立
工
商
会
社
に
関
す
る
文
書
の
提
出
は
明
治
十
年
十
二
月
五
日
と
わ
ず

か
一
ヶ
月
後
で
し
か
な
い
上
に
、

三
井
物
産
や
起
立
工
商
会
社
は
万
国
博
覧
会

(37) 

中
に
物
品
販
売
も
行
っ
て
い
た
た
め
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
と
パ
リ
支
店

の
設
立
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
商
会
へ
の
対
向
を
契
機
と
し
て
は
い
る
も
の
の
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
の
際
に
行
わ
れ
た
博
覧
会
出
展
と
絡
め
た
民
間
の
輸
出
育
成
と

連
続
性
も
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
博
覧
会
に
向
け
た
準
備
と
、
海
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， 

外
企
業
へ
の
牽
制
、
そ
し
て
大
蔵
省
の
進
め
る
直
輸
出
振
興
策
の
結
節
点
に
お

い
て
、
単
純
な
会
社
事
業
と
い
う
よ
り
も
国
策
的
に
起
立

I
商
会
社
の
製
造
所

が
開
設
さ
れ
た
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

起
立
工
商
会
社
の
図
案
を
め
ぐ
っ
て

起
立
下
商
会
社
の
製
造
所
設
立
の
経
緯
は
、
前
章
ま
で
の
よ
う
な
文
脈
の
中

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
明
治
十
年
設
立
の
製
造
所
に
焦
点
を
絞

り
、
そ
う
し
た
文
脈
の
中
で
、
起
立

L
商
会
社
が
ど
の
よ
う
な
物
品
を
製
造
し
、

よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
。

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
担
っ
て
い
た
の
か
を
、

起
立
工
商
会
社
の
製
造
物

「
西
尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
に
お
け
る
起
立

I
商
会
社
の
製
造
所
に
関
す
る
記

述
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
十
四
年
頃
に
は
第
一
製

追
所
と
第
二
製
造
所
の
二
つ
の
製
造
所
が
稼
働
し
て
い
た
こ
と
、
木
挽
町
の
第

一
製
造
所
で
は
、
蒔
絵
、
刺
繍
七
宝
の
細

t
な
ど
を
、
築
地
二

T
H
の
第
二
製

造
所
で
は
t
に
銅
器
を
製
造
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

こ
で
は
所
属
し
て
い
た
職
工
の
名
前
も
記
さ
れ
て
お
り
（
表
）
、
鋳
物
師
の
鈴

木
長
古
や
、
図
案
家
の
山
本
光
一
、
鈴
木
華
祁
、
渡
辺
省
亭
の
名
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
う
ち
鈴
木
華
祁
は
明
治
九
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国

tf覧
会
の

拇
覧
会
事
務
局
に
画
エ
と
し
て
在
籍
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
に
も
政
府
と
の

強
い
閃
係
が
見
え
降
れ
す
る
。

明
治
卜
年
の
設
立
当
初
か
ら
二
つ
の
製
造
所
が
稼
働
し
て
い
た
か
、

資
料

か
ら
明
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
初
か
ら
二
つ
の
場
所
に

t
場
を
設

明治 14年 (1881)起立工商会社職工表

（「西尾卓郎翁の談話」による）

各専門 職工名

下図工 山本光一、渡辺省亭、鈴木華祁、鈴

木誠一、一：島蕉窓、小林、荒木白雲

蒔絵師 梶山重次郎、小川松民、植松抱民、

特川常次郎、柴沼長五郎、清野扇齋、

清野如眠、余井清古、庄三郎、音、

ドタマの新、コージンの瀧

喰師 最上熊次郎、栃倉豊助

堆朱 高田和三郎、蒲生

鋳物 鈴木長占、賓子山宗眠

鋳 鈴木金太郎、泉熊次郎、納多次郎

木地指物 長谷川峰次郎

刺繍 長谷川、岡川喜三郎

鞘治 鈴木嘉助、木村芳三郎

芝山 砥山光民、片岡源次郎

革 小林総齋

袋物 山本嘉兵衛、清野如凧（蒔絵帥と同

ーか？）、藤井亀吉
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表

立
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
「
西
尾
卓
郎
置
翁
の
談
話
」
か
ら
う
か
が
う
こ

と
の
で
き
る
限
り
、
明
治
十
四
年
時
点
で
の
第
一
製
造
所
と
第
二
製
造
所
の
機

明
治
十
年
の
時
点
で
は
、

お
そ
ら
く
鈴
木
長
古
ら

能
に
格
差
が
あ
る
点
か
ら
、

鋳
物
師
も
含
め
て
全
職

t
が
後
の
第
一
製
造
所
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
後
明

治
十
四
年
ま
で
の
期
間
に
第
二
製
造
所
が
設
立
さ
れ
鋳
物
師
な
ど
が
そ
こ
に
う

つ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

駐
本
的
に
起
立
工
商
会
社
の
製
造
物
は
、
現
存
確
認
で
き
る
も
の
が
少
な
い

が
、
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
起
立

L̂
商
会
社
で
使
用
さ
れ
た

f
図
か
ら
そ
の
一

端
は
う
か
が
え
る
。
こ
の
ド
図
が
東
京
芸
術
人
学
に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

は
不
明
だ
が
、
樋
田
氏
は
「
西
尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
の
出
述
か
ら
、

ELJ
山
松
哉

が
東
京
美
術
学
校
の
教
授
に
な
っ
て
い
た
頃
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
と
推
測
し
て
い
る
。
下
図
の
制
作
に
は
多
く
の
図
案
家
か
閃
わ
っ
て
い
る
た



一
概
に
特
徴
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
基
本
的
に
は
狩
野
派
、
円

山
派
風
の
図
案
が
多
く
、
こ
の
他
に
洋
風
の
図
案
（
挿
図

4
)
も
見
ら
れ
る
。

め、下
図
の
う
ち
で
最
も
古
い
も
の
は
「
明
治
十
年
九
月
二
十
六
日
」
の
日
付
を
持

ち
、
最
も
新
し
い
も
の
は
「
明
治
二
十
三
年
十
一
月
」
で
あ
る
。
制
作
年
月
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ
て
の
話
で
は
あ
る
も
の
の
、
東
京
芸
術
大
学

所
蔵
の
下
図
は
、
明
治
十
四
年
か
ら
十
六
年
頃
が
最
も
多
く
、
そ
の
大
部
分
を

占
め
る
。
下
図
に
は
、
先
に
述
べ
た
山
本
光
一
、
鈴
木
華
祁
の
他
に
、
鈴
木
誠

一
、
山
本
花
外
な
ど
の
落
款
の
あ
る
も
の
が
比
較
的
多
く
、
こ
う
し
た
人
物
が

明
治
十
四
年
頃
に
お
け
る
起
立
工
商
会
社
の
下
図
制
作
の
中
心
的
人
物
た
ち
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

起
立
工
商
会
社
の
製
造
物
は
、
下
図
を
見
る
限
り
器
物
は
花
瓶
や
壺
な
ど
（
挿

6
)
が
多
く
、
そ
れ
以
外
で
は
、
燭
台
（
挿
図

7
)
、
服
ブ
ラ
シ
（
挿

図

5
、

図

8
)
や
フ
ォ
ー
ク
（
挿
図

9
)
な
ど
の
日
用
品
が
相
当
量
あ
る
。
主
題
と

し
て
は
、

草
花
や
鳥
が
圧
倒
的
に

6
、

7
参
照
）、

や
瑞
獣

（挿

多
く

（挿
図

5
、

人
物
図
（
挿
図

10)

図

11
)
も
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
。

明
治

二
十
三
年
に
松
尾
俵
助

の
中
で
「
模

は

『龍
池
会
報
告
」

様
卜
配
色
卜
適
合
シ
得
レ
バ

賣
高

ノ
昇
騰
ス
ル
モ
ハ
信
シ
テ
疑
フ
へ

カ
ラ
ス
蓋
模
様
ナ
ル
モ
ノ
ハ
時
々

二
流
行
ノ
髪
遷
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ

（中
略
）
｛
貫
践
上
ヨ
リ
一
例
ヲ
欅

ケ
ン
ニ
我
輩
ハ
去
十
二
三
年
ヨ
リ

掛
テ
扇
子
ハ
梢
一
万
本
餘
輪
送
セ

r.1・ 

挿図 4 「起立工商会社下図』より

明治 10年代から 20年代初め、

東京芸術大学

東京芸術大学

• ,v 毒がiilr!''.,: . 
'疇--L 

『起立工商会社下図』より

明治 10年代杉浦行也 〈柳燕図花瓶〉

から 20年代初め

リンデン民族学博物館

この装飾は、挿図 5のものと思われる。

挿図 6
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明治 11年頃『温知図録』第 3輯より

東京国立博物館

*4 

挿図 13

シ
カ
初
メ
扇
ノ
模
様
ハ
穂
テ
上
代
ノ
切
地
模
様
杯
ニ
テ
販
路
ヲ
得
タ
リ
十
四
年

に
明
治
十
年
代
の
西
洋
へ
の
輸
出
を
工
芸
品
製
作
に
対
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

『
温
知
図
録
』
と
の
対
比
は
有
効
と
思
わ
れ
る
。
『
温
知
図
録
』
第
三
輯
に
収
め

ノ
頃
ハ
好
ミ
カ
一
髪
シ
純
粋
ノ
日
本
形
ノ
扇
二
遷
リ

t
六
年
ハ
花
烏
ヲ
嗜
ミ
昨

年
ハ
山
水
ヲ
好
メ
リ
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
資
料
か
ら
は
、
起
立
工
商
会
社

の
図
案
が
西
洋
へ
の
輸
出
を
行
う
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
会
社
が

西
洋
の
好
み
や
流
行
を
調
壺
し
な
が
ら
、

ら
れ
た
図
案
が
、
明
治
十
一
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の

日
本
製
品
を
輸
出
し
て
い
た
と
い
う

で
あ
る
こ
と
が
『
温
知
図
録
』
第
三
輯
の
「
前
文
」
か
ら
は
う
か
が
え
る
た
め
、

起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
と
時
期
が
軍
な
る
も
の
は
そ
れ
以
降
の
図
案
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期
の

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
下

図
は
明
治
十
四
年
か
ら
六
年
頃
の
も
の
が
多
い
た
め
、
そ
の
起
立
工
商
会
社
の

『
温
知
図
録
』
所
収
の
図
案
を
見
て
み
る
と
、
そ

の
多
く
が
壺
や
花
瓶
（
挿
図

12)
な
ど
で
あ
り
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
の
洋
風

器
物
（
挿
図

13)
は
、
数
点
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
絶
対
数
は
少
な
い
。
ま

た
、
器
物
の
形
状
に
関
し
て
も
非
常
に
技
巧
的
で
装
飾
性
の
高
い
も
の
（
挿
図

14)
や
、
屏
風
な
ど
の
図
案
も
存
在
し
て
い
る
。
『
温
知
図
録
』
に
所
収
の
図

い
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

図
案
に
花
鳥
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
そ
う
し
た
西
洋
の
需
要
に
あ
わ
せ
た
と

こ
の
よ
う
な
起
立
工
商
会
社
の
図
案
の
特
徴
を
鮮
明
に
す
る
上
で
、

同
様
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案
の
典
拠
に
関
し
て
、
横
溝
廣
子
氏
は
『
製
図
送
付
記
』
の
記
述
を
参
考
に
し

(42
)
 

て
考
察
し
て
い
る
。
『
製
図
送
付
記
』
は
明
治
十
一
年
か
ら
十
五
年
(
-
八
八
二
）

の
期
間
の
図
案
の
帳
簿
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
関
す
る
記
述
は

「
菊
」
、
「
梅
」
「
蓮
」
「
鳥
」
な
ど
の
花
鳥
や
「
古
代
紋
」
「
鳳
凰
」
な
ど
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
多
く
は
、
中
国
の
吉
祥
紋
様
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
単
独
モ
テ
ィ
ー
フ
以
外
に
も
「
名
花
十
友
」
「
四
君
子
」

「
三
清
」
「
五
霊
」
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
中
国
由
来
の
モ
テ
ィ
ー

フ
の
多
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
図
案
の
典
拠
は
、
『
求
古
図
譜
』
『
方
氏

墨
譜
』
『
宣
和
博
古
図
録
』
な
ど
で
あ
る
こ
と
も
横
溝
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
明
治
十
年
代
中
頃
の
『
温
知
図
録
』
と
起
立
工
商
会
社
の
図
案
と

の
対
比
か
ら
は
、
起
立
工
商
会
社
に
は
い
く
ら
か
洋
風
図
案
が
存
在
し
て
い
る

も
の
の
、
花
鳥
が
主
流
で
あ
る
点
な
ど
、
基
本
的
な
図
柄
に
つ
い
て
は
両
者
と

も
共
通
す
る
点
が
多
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
共
通
性
に
関
し
て
は
、
『
製

挿図 14
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9ヽ、

図
送
付
記
』
に
起
立
工
商
会
社
へ
の
下
図
の
送
付
が
定
期
的
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
鈴
木
華
祁
な
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
委

員
会
に
図
案
家
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
人
物
が
、
明
治
十
年
の
製
造
所

設
立
時
点
で
そ
の
ま
ま
、
主
要
な
図
案
家
と
し
て
起
立
工
商
会
社
に
所
属
し
て

い
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
年
代
的
に
は
前
後
す
る
が
、

明
治
十
二
年
時
点
で
、
『
温
知
図
録
』
所
収
の
図
案
を
作
成
し
て
い
た
製
品
画

図
掛
に
、
供
議
人
と
い
う
形
で
起
立
工
商
会
社
社
長
の
松
尾
儀
助
と
副
社
長
若

井
健
三
郎
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も
こ
う
し
た
共
通
性
を
生
み
出
し
た
大
き
な

(43
)
 

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
起
立
工
商
会
社
に
よ
る
製
造
事
業

に
お
い
て
は
、
『
温
知
図
録
』
と
の
密
接
な
連
携
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

(44
)
 

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
図
様
の
傾
向
の
共
通
性
に
比
べ
、
製
造
さ
れ
て
い
る
製
品
に
は
若
干

の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
皿
や
壺
な
ど
が
主
要
で
あ
る
こ
と
は
『
温
知
図
録
』
、
『
起

-56-

立
工
商
会
社
下
図
』
と
も
ほ
ぼ
共
通
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
起
立
工
商
会
社
自

身
が
製
作
し
た
図
案
で
は
、
服
ブ
ラ
シ
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
が
散
見
さ
れ
る

一
方

で
、
『
温
知
図
録
』
に
お
い
て
は
、
明
治
十
一
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
用
の
図
案

に
お
い
て
さ
え
、
洋
風
器
物
は
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
や
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
の
五
件
、
そ

の
後
に
お
い
て
も
椅
子
や
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
が
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
程
度
で
、
服

ブ
ラ
シ
や
フ
ォ
ー
ク
は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
服
ブ
ラ
シ
な
ど
の
製
品

は
、
西
洋
で
の
日
用
品
と
言
っ

た
位
置
づ
け
の
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
の
図

様
の
傾
向
も
、
花
鳥
が
多
い
。
『
温
知
図
録
』
と
連
携
し
、
伝
統
図
様
を
西
洋

へ
の
輸
出
を
行
う
上
で
重
視
し
つ
つ
、
そ
れ
を
西
洋
で
の
日
用
品
や
小
物
に
応

用
す
る
傾
向
が
よ
り
見
ら
れ
る
と
い
う
点
に
、
『
温
知
図
録
』
と
比
較
し
て
の
、

起
立
工
商
会
社
の
製
造
物
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。



パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
日
本
物
産
展
示

こ
う
し
た

『
起
立
工
商
会
社
下
図
』
に
お
け
る
実
用
性
の
重
視
と
そ
の
点

で
の

『温
知
図
録
』
と
の
差
異
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
明
治
十

一

年
パ
リ
国
博
覧
会
の
際
に
は
、
日
本
は
そ
の
出
品
物
の
実
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
形
で
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
出
展
準
備
は
前
田
正
名
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
前
田
は
明
治
九
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
現
地
で
万
国
博
覧
会
の
計

画
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
以
来
、
そ
の
出
展
準
備
に
尽
力
し
、
明
治
十
一

年
六
月
に
は
博
覧
会
事
務
局
事
務
官
長
に
就
任
し
て
い
る
が
、
日
本
の
美
術
工

芸
品
輸
出
に
関
し
て
非
常
に
積
極
的
な
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
「
自
叙
伝
」
か

(45) 

ら
う
か
が
え
る
。
「
自
叙
伝
」
に
は
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
美
術
工
芸
品
展
示

(46
)
 

に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
存
在
し
て
い
る
。

今
回
の
博
覧
會
は
一
時
の
博
覧
會
其
の
物
に
非
ず
し
て
永
遠
の
店
開
き
な

る
を
主
唱
し
、
日
本
の
美
術
工
芸
の
古
器
物
売
買
の
本
業
と
す
る
こ
と
の

恥
辱
な
る
を
諭
し
、
第
三
我
が
美
術
工
芸
は
ほ
と
ん
ど
玩
具
に
属
し
て
賓

用
に
適
さ
ざ
れ
ば
、
欧
米
の
賞
用
に
適
す
る
美
術
工
藝
を
新
作
す
る
こ
と

に
努
力
せ
り

こ
の
「
自
叙
伝
」
自
体
は
昭
和
―
一
年
(
-
九
三
六
）
年
に
正
名
の
息
子
が

見
つ
け
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
つ
頃
執
箪
さ
れ
た
も
の
か
詳
し
く
は
不
明

だ
が
、
こ
こ
で
は
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
日
本
工
芸
の
恒
常
的
な
輸
出
に
お
け

る
契
機
と
す
る
こ
と
、
そ
の
際
欧
米
で
の
実
用
を
重
視
す
る
形
で
の
工
芸
品
を

ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
で
も
、

製
造
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
九
年
の
フ
ィ
ラ
デ

日
本
の
輸
出
振
興
が
博
覧
会
参
加
の
目
標
の

一
（挿

つ
で
あ
り
、
そ
の
際
の
展
示
の
主
力
は
い
わ
ゆ
る
美
術
工
芸
品
で
あ
っ
た

図
15
)。
こ
の
点
で
は
、
前
半
部
分
の
日
本
物
産
の
輸
出
の
契
機
と
し
て
博
覧

会
を
位
置
づ
け
る
点
は
、
そ
れ
ま
で
の
明
治
政
府
の
博
覧
会
出
展
の
方
針
と
連

続
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

重
要
な
点
は
、
装
飾
品
、
観
賞
用
な
ど
で
は
な
く
、
実
用
品
と
し
て
、
日
本
の

い
わ
ゆ
る
美
術
工
芸
を
海
外
へ
発
信
す
る
と
言
う
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
前
田
の
述
べ
る
方
針
は
、
明
治

十

一
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
出
展
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
仏
蘭
西
巴
里
府
大
博

覧
會
報
告
書
』
で
は
、
こ

の
博
覧
会
に
際
し
、
事
務

局
は
日
本
の
地
理
歴
史
の

解
説
書
と
目
録
、
出
品
解

説
を
出
版
し
た
こ
と
が
述

(47
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べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
解

説
書
と
は
パ
リ
万
国
博
覧

会
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た

L
e
 J
a
p
o
n
 !
'
E
x
p
o
s
i
t
i
o
n
 

universelle d
e
 1
8
7
8

を

指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し

「フィラデルフィア万国博覧会本館日本出品場」

明治 9年 東京国立博物館蔵
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た
解
説
書
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
際
に
も
出
版
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
解
説
書
に
は
そ
れ
ま
で
と
違
っ
た

H
的
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ

の
解
説
書
の
序
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

L
e
 b
u
t
 d
e
s
 
a
u
t
e
u
r
s
 
a
 e
t
e
 
d
e
 f
a
i
r
e
 
c
o
n
n
a
i
t
r
e
 
l
e
s
 

p
r
i
n
c
i
p
a
u
x
p
r
o
d
u
i
t
s
 d
u
 j
a
p
o
n
 s
o
u
s
 l
e
u
r
s
 differenter f
o
r
m
e
s
.
 

A
u
s
s
i
e
s
p
e
r
e
n
t
 ,
 
ils 
q
u
e
 le 
lecteur, e
n
 p
a
r
c
o
u
r
a
n
t
 l'ouvrage, se 

f
a
i
r
e
u
n
e
 i
d
e
e
 a
s
s
e
z
 e
x
a
c
t
e
 d
e
 ces d
o
v
e
r
s
 produits, ainsi q
u
e
 

u
s
a
g
e
s
a
u
x
q
u
e
l
s
 ils 
s
o
n
t
 e
m
p
l
o
y
e
s
.
 

（
著
者
の
目
的
は
、

H
本
の
主
要
生
産
物
を
様
々
な
形
で
知
ら
し
め
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
冊
子
に

H
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な

製
造
物
に
つ
い
て
、
そ
の
使
い
方
な
ど
の
十
分
確
か
な
知
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
著
者
は
願
っ
て
い
る
。
）

こ
う
し
た
文
章
は
、
前
田
の

「
自
叙
伝
」
に
あ
る
通
り
、
実
用
品
と
し
て
の

日
本
物
産
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
解
説
文
で
は
、
編
者
が
ワ
グ
ネ
ル
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
陶
磁
器
な
ど
は
そ
の
美
的
価
値
が
強
調
さ
れ
、
用
途
な
ど
の
解
説

は
な
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
前

田
の

「
自
叙
伝
」
に
あ
る
よ
う
な
、
実
用
に
適
し
た
「
美
術
工
芸
」

の
輸
出
と

こ
れ
に
加
え
、
前
田
は
「
自
叙
伝
」

で
日
本
の
物
産
を
使
用
し
、
視
巫
見
的
に
そ
の
用
途
が
分
か
る
よ
う
に
配
慮
し
た

演
劇
を
ガ
日
博
覚
会
で
演
じ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

い
う

H
的
の
現
れ
と
も
と
れ
る
。
ま
た
、

『
ヤ
マ
ト
』
と
題
さ
れ

た
こ
の
演
劇
は
、
博
覧
会
会
期
中
の
上
演
に
関
し
て
は
前
田
の
記
述
以
外
の
記

録
が
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
明
治
十
二
年
二
月
に
は
パ
リ
で
上
演
さ
れ
、

後
に

『
日
本
美
談
』
と
し
て
日
本
語
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

は
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
は
、
日
本
物
産
の
実
用
的
価
値
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
い
う
方
針
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

前
田
の
上
記
の
方
針
が
起
立
工
商
会
社
の
製
造
事
業
に
ど
の
程
度
影
響
を
与

え
た
の
か
、
直
接
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
存
在
し
な
い
が
、
起
立
工

商
会
社
の
製
造
所
の
設
立
は
、
明
治
十
一
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
出
展
準
備
の

た
め
で
あ
り
、
そ
の
博
覧
会
準
備
と
パ
リ
支
店
の
出
店
と
が
一
続
き
に
計
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
対
欧
輸
出
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

て
良
い
。

つ
ま
り
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
が
開
設
さ
れ
た
明
治
十
年
前
後

は
、
西
洋
に

H
本
物
産
を
日
用
品
と
し
て
売
り
込
む
こ
と
を
重
視
す
る
士
壌
が

存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
設
立
が
、
会
社

に
よ
る
自
発
的
事
業
と
し
て
で
は
な
く
、
明
治
政
府
に
よ
る
要
請
の
結
果
で
あ

る
こ
と
も
、
明
治
十
年
十
二
月
の
、
製
造
所
設
立
に
関
す
る
文
書
か
ら
は
う
か

が
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
事
業
に
、
そ
う
し
た

博
覧
会
準
備
中
の
日
本
物
産
輸
出
に
関
す
る
指
向
性
が
影
響
を
与
え
た
面
は
十

分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
「
輸
出
の
見
込
み
あ
る
品
」
に

『
温
知
図
録
』

つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
は
ず
の

服
ブ
ラ
シ
な
ど
の
製
品
に
対
す
る
図
案
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
注
意
す
べ
き
だ

こ
う
し
た
『
温
知
図
録
』
と

に
お
い
て
、
そ
う
し
た

ろ
う
。

『起上
ILI
商
会
社
下
図
』
と
の
相
違
は
、

博
覧
会
事
業
に
際
し
、
あ
く
ま
で
国
内
の
製
造
業
者
に
図
案
を
提
供
す
る
と
い

う
図
案
指
導
と
、
そ
れ
と
連
携
し
つ
つ
も
よ
り
直
接
的
に
輸
出
事
業
の
現
場
に
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い
た
起
立

r商
会
社
の
立
場
や
役
割
の
差
を
示
す
も
の
と
は
え
る
。

終
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
起
立

L
商
会
社
に
と
っ
て
、
輸
出
工
芸
品
製
造
は

―
つ
の
村
に
な
る
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
明
治
七
年
の
設
立

灯
初
及
び
、
明
治
十
年
の
第
一
製
造
所
に
お
け
る
起
立
工
商
会
社
の
製
造
事
業

は
、
政
府
に
よ
る
博
覧
会
準
備
な
ど
と
関
連
し
た
、
国
策
的
要
素
の
強
い
も
の

だ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
そ
の
意
味
で
は
松
尾
俄
助
が
明
治
十
六
年
の
「
起
立

工
商
会
社
へ
荷
為
替
金
ト
シ
テ
貸
与
セ
シ
金
額
十
七
年
以
降
無
利
子
ニ
テ
十
五

ケ
年
賦
二
返
納
ス
」
に
お
い
て
、
「
会
社
創
立
ノ
肯
趣
ハ
内
國
製
造
ノ
輸
出
品

兎
角
粗
製
濫
造
二
流
レ
御
戴
産
ノ
名
春
ヲ
失
シ
候
二
就
テ
ハ
之
力
挽
回
ヲ

H
的

ト
シ
製
造
ヲ
堅
牢
ニ
シ
且
ツ
固
有
ノ
美
術
ヲ
虚
シ
海
外
二
磐
償
ヲ
得
候
様
ト
ノ

御
勧
奨
ヲ
出
候
（
中
略
）
利
益
ノ
事
ハ
暫
ク
不
問
二
置
只
頗
製
品
ヲ
改
良
シ
美

術
ヲ
虚
シ
手
堅
ク
幣
業
シ
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
経
営
失
敗

へ
の
弁
明
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

明
治
七
年
時
点
の
起
立
工
商
会
社
の
製
造
事
業
は
、
会
社
の
本
来
的
な
輸
出

事
業
の
補
佐
的
な
事
業
と
し
て
、
組
織
的
に
も
人
員
的
に
も
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博

覧
会
で
の
博
覧
会
事
務
局
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
装
飾
性
の
高
い
輸
出
向

け
手
L
業
品
を
製
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
点
は
、
明
治

|
年
末
以
降
に
設
立
さ
れ
た
製
造
所
で
の
製
造
事
業
も
同
様
で
あ
る
。
明
治
十

年
の
第
一
製
造
所
開
設
に
お
け
る
起
立
工
商
会
社
の
製
造
事
業
は
、
設
立
当
初

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
明
治
十
一
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
関
連
し
、
外
国

企
業
へ
の
対
抗
的
意
味
合
い
や
、
輸
出
増
進
に
よ
る
外
貨
獲
得
へ
の
狙
い
も
含

む
と
い
っ
た
国
策
的
要
素
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
会
社
の
自
発

的
事
業
と
し
て
の
意
味
合
い
は
薄
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
こ
こ
で
の
製
造
物

の
図
案
自
体
は
、
起
立

t
商
会
社
に
政
府
か
ら
た
び
た
び
図
案
が
送
付
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
ま
た
鈴
木
華
祁
の
よ
う
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
囚
栂
覧
会
に
委

貝
と
し
て
参
加
し
た
人
物
が
そ
の
ま
ま
図
案
家
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
か
、
『
温
知
図
録
』
所
収
の
も
の
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
起
立

L
商
会
社
の
下
図
に
は
、
服
ブ
ラ
シ
な
ど
、
『
温
知
図
録
』
に

は
存
在
し
て
い
な
い
西
洋
で
の
実
用
品
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

国
内
の
製
造
業
者
に
提
供
さ
れ
た
図
案
で
あ
る
『
温
知
図
録
』
と
、
よ
り
直
接

的
に
輸
出
事
業
の
現
場
に
い
た
起
立
工
商
会
社
の
立
場
や
役
割
の
芯
に
よ
る
と

と
も
に
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
が
設
立
さ
れ
た
パ
リ
ガ
国
博
覚
会
の
頃
に

は
、
実
用
品
と
し
て

H
本
の
美
術
工
芸
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
志
向
が
、

政
府
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
期
の
輸
出
工
芸
に
対
す
る
将
ぺ
励
政
策
は
、
額
装
さ
れ
た
蒔
絵
や
『
温

知
図
録
』
の
存
在
か
ら
、
視
鎚
性
、
装
飾
性
を
重
視
し
た
も
の
と
し
て
の
評

価
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。
実
際
、
『
温
知
図
録
』
の
存
在
や
明
治

二
十
三
年
の
『
龍
池
会
報
告
』
に
お
け
る
松
尾
儀
助
の
発
言
は
、

H
本
物
産
を

海
外
へ
売
り
込
む
上
で
、
図
案
が
重
要
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
と
は
言
え
、
製
造
物
の
用
途
に
何
の
意
味
も
な
か
っ
た
と
い

う
訳
で
は
な
い
。
政
府
‘
モ
導
と
い
う
面
が
強
く
、
図
様
の
面
で

と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
も
、
起
立
工
商
会
社
は
西
洋
で
の
実
用
性
も
考
慮
し

た
服
ブ
ラ
シ
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
前
田
正
名
の
自
叙
伝
か
ら

は
、
起
立
工
商
会
社
が
パ
リ
に
出
店
し
た
時
期
に
は
、

H
本
物
産
の
実
用
性
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

『
温
知
図
録
』

つ
ま
り
、
明
治
十
一
年
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パ
リ
ガ
国
博
覧
会
前
後
の
起
i
i
L
I
商
会
社
を
中
心
と
し
た
輸
出
工
芸
品
は
、
『
温

知
図
録
』
と
連
携
し
な
が
ら
も
、

日
用
品
と
し
て
の
価
値
を
璽
視
し
て
、

そ
の

製
造
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

註(
l
)
瀬
木
慎
一

「
林
忠
正
と
三
人
の
重
要
人
物
」
林
忠
正
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編
『
林

忠
正
ー
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
文
化
交
流
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

―
1
0
0
七
年
、

1
0
四
-
1
0
五

頁
参
照
。

(
2
)
経
済
史
的
側
面
か
ら
の
起
立
工
商
会
社
の
研
究
は
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
角
山

ヤ
洋
「
起
立

L
商
会
社
と
松
尾
低
助
」
「
関
西
学
院
大
学
経
済
論
集
』

四
七
巻
二
号
、

一
九
几
ヒ
年
、
―
一
四
一
ー
ニ
九
一
頁
。
宮
地
英
敏
「
起
立
工
商
会
社
と
政
府
融
資
」
『
経

済
学
論
集
』
ヒ
一
巻
四
号
、

二
0
0
六
年
、

五
九
I
七
四
頁
。
ま
た
、
起
立
工
商
会
社

を
中
心
と
し
た
研
究
で
は
な
い
が
、
鈴
木
淳
「
『
勧

t
』
ー
民
間
工
業
焚
励
政
策
の
生
成

ー
」
高
村
直
助
編
『
明
治
前
期
の
日
本
経
済
資
本
主
義
へ
の
道
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
0
0
四
年
、
七
五
-
1
0
四
頁
に
も
、
起
立
工
商
会
社
の
活
動
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ

る
。
ま
た
、
経
済
史
以
外
の
分
野
か
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
起
立
工
商
会
社
を
中
心
と
し

た
研
究
で
は
な
い
も
の
の
、
坂
本
久
子
「
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
美
術
館
所
蔵
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
Jj
国
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
の
出
品
物
の
概
要
」
『
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
研
究
紀

要
』
て
六
号

二
0
0
六
年
、

-
|
―
五
頁
も
起
立
工
商
会
社
に
よ
る
美
術
館
へ
の
売
り

立
て
の
実
態
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
本
論
で
テ
ー
マ
と
す
る
制
作
組
織
と
し
て
の
起
立

t
商
会
社
に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
長
谷
川
栄
「
起
立
工
商
会
社
ー
明
治

初
期
工
芸
職
人
団
の
組
織
と
活
動
」
『
M
u
s
e
u
m』
二
三
二
号
、

一
九
七

0
年
、
三
ニ
ー

-
＾
一
了
貝
で
は
起
立
工
商
会
社
の
職
人
集
団
に
つ
い
て
、
樋
田
豊
次
郎
編
『
明
治
の
輸
出
エ

芸
図
案
；
起
立
工
商
会
社
工
芸
下
図
集
』
京
都
書
院
、

一
九
八
ヒ
年
で
は
起
立
工
商
会
社

の
制
作
組
織
と
図
案
に
つ
い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
3
 
『
温
知
図
録
』
に
関
し
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
編
『
明
治
デ
ザ
イ
ン
の
誕
生

J
胴
介

研
究
報
告
書
『
温
知
図
録
』
(
C
D
I
R
O
M
『
温
知
図
録
』
付
）
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
九
七
年
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
横
溝
廣
子
「
明
治
政
府
に
よ
る
上
芸
図
案
の
指
導
に

つ
い
て
ー
『
温
知
図
録
』
に
み
る
製
品
画
図
掛
の
活
動
と
そ
の
周
辺
」
『
東
京
国
立
博
物

館
紀
要
]
三
四
号
、

一
九
九
八
年
、
五
ー
一
し
二
頁
も
そ
の
補
足
と
し
て
使
用
し
た
。

(
4
)
「
エ
商
会
社
総
代
松
尾
低
助
等
資
金
ヲ
三
井
組
ヨ
リ
借
入
処
分
」
『
太
政
類
典
』
第
二
編
、

明
治
四
年
か
ら
明
治
十
年
、
第
一
六
一
巻
、
産
業
一
〇
商
業
一̂

1

、
公
文
書
館
本
館
一
バ
A
|

0
0
九
ー
0
0
•

太
0
0

三
八
三
一
0
0

。
な
お
こ
の
文
書
自
体
は
、
明
治
七
年
の
も
の

と
さ
れ
る
。

(
5
)
角
山
、

一
九
九
七
年
、

―
―
七
頁
参
照
。

樋
田
豊
次
郎
氏
も
、

佐
野
常
民
や
塩
田

ま
た
、

真
と
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
博
覧
会
事
務
局
長
オ
ー
ウ
ェ
ン
と
の
書
簡
に
よ
る
や
り
取
り
か

ら
、
実
質
的
な
創
立
時
期
を
、
明
治
六
年
十
月
中
か
ら
同
年
卜
ニ
月
二

t
六
日
ま
で
の
間

と
推
定
し
て
い
る
。
樋
田
、
前
掲
書
、
一
三
四
二
頁
参
照
。

(
6
)
「
エ
商
会
社
総
代
松
尾
俄
助
外
一
人
外
国
輸
送
ノ
御
国
品
製
造
資
本
金
拝
借
願
ノ
儀
二
付

伺
」
『
公
文
録
』
第
一
三
一
巻
、
明
治
七
年
十
二
月
、
大
蔵
省
伺
（
二
）
、
所
収
。
こ
の
経

-60-

緯
に
関
し
て
は
、
宮
地
、
二

0
0
六
年
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

(
7
)
前
掲
「
エ
商
会
社
総
代
松
尾
儀
助
等
資
金
ヲ
三
井
組
ヨ
リ
借
入
処
分
」
参
照
。

8
)
宮
地
、
―

1
0
0
六
年
参
照
。

(
9
)
明
治
六
年
「
事
務
官
塩
田
真
書
翰
」
（
『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
明
治
四
年
か
ら
明
治
十
年
、

明
治
四
年
か
ら
明
治
十
年
、
第
一
六
一
巻
、
産
業
一
〇
商
業
三
、
公
文
書
館
本
館
二
A
I

0
0
九
ー
0
0
•

太
0
0

三
八
一
―
―I
0
0
)
参
照
。
取
扱
品
に
関
し
て
は
、
樋
田
、
前
掲

書
に
詳
し
い
。

10 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
と
第
一
回
内
国
勧
粟
栂
覧
会
の
出
品
物
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
米
国
博
覧
会
事
務
局
『
米
国
博
覧
会
報
告
害

H
本
出
品

Li
録』

一
八
七
六
年
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
及
び
、
『
明
治
卜
年
内
国
勧
粟
博
覧
会
出
品

H
録

（
事
務
局
）
』

一
ー
一
六
、
一
八
七
じ
年
（
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料

第
一
し
八
集
ー

一
八
九
集
（
一
）
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
九
年
）
を
参
照
し
た
。

(11)
「
同
博
覧
会
出
品
委
托
引
受
人
へ
送
付
方
ヲ
令
ス
」
『
公
文
類
緊
』
第
十
一
編
、
明
治

L̂+

年
、
第
四
十
一
巻
、
民
業
門
一
、
殖
産
勧
業
諸
事
（
公
文
書
館
本
館
I
-
A
|
0
1
 -
|
 

0
0
•

類
0
0

三
．
一
九
1
0
0
)
参
照
。
こ
の
文
書
に
お
い
て
、

ハ
ル
セ
ロ
ナ
り
同
博
間



会
へ
の
出
品
物
は
、
明
治
二
十
年
二
八
八
し
）
ト
一
月
十
日
か
ら
十
．．
 

月
十

H
の
博
覧

会
出
品
委
託
引
受
人
「
起
立
上
商
会
社
々
長
松
尼
儀
助
」
に
届
け
る
よ
う

I
式
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。

2
 

(
l
 
こ
う
し
た
、
起
立
上
商
会
社
の
活
動
に
関
し
て
は
、
樋
田
、
前
掲
書
に
詳
し
い
。

(
1
3
)横
浜
市
編
『
H

本
貿
易
統
計
~
一
八
六
八
ー
一
九
四
五
』
（
「
横
浜
市
史
』
資
料
編
て
）
横

浜
市
、

一
九
七
ー
一
九
八
頁
参
照
。

-
J
L
六
二
年
、

(14)
宮
地
、
―

1
0
0
六
年
参
照
。
宮
地
氏
は
、
「
初
期
農
商
務
省
の
政
策
対
立
」
『
歴
史
と
経
済
』

四
六
巻
三
号
、

―
1
0
0
四
年
、
三
八
ー
廿
―
頁
に
お
い
て
、
明
治
十
四
年
時
点
で
の
松
方

の
政
策
は
大
隈
重
伯
ら
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
続
く
二

0
0
六
年

論
文
に
お
い
て
、
松
方
の
政
策
転
換
を
示
す
六
月
九
日
の
「
外
国
人
為
替
取
組
ノ
俄
二
付

上
申
」
明
治
十
五
年
（
松
方
峰
雄
ほ
か
編
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
二
巻
、
大
東
文
化

一
九
八
一
年
、
三
四
五
貞
所
収
）
後
の
七
月
十
五

H
に
起
立
工
商
会

礼
へ
の
荷
為
替
金
が
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
起
立
工
商
会
社
な
ど
の
不
健
全
な

大
学
束
洋
研
究
所
、

経
営
を
行
う
直
輸
出
会
社
の
存
在
が
、
松
方
の
政
策
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

(15)
明
治
十
年
代
の
エ
部
省
・
内
務
省
に
よ
る
勧
業
政
策
か
ら
農
商
務
省
の
勧
業
政
策
へ
の
転

換
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
淳
、
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
甚
本
的
に
は
、
明
治
十
四
年
ま
で
は

勧
業
政
策
の
主
体
と
し
て
、

工
部
省
官
業
寮
と
内
務
省
が
存
在
し
て
お
り
、
特
に
内
務
省

系
の
勧
業
政
策
は
特
定
会
社
へ
の
融
資
を
含
む
直
接
勧
業
政
策
で
あ
っ
た
も
の
が
、
農
商

務
省
の
勧
業
政
策
で
は
、
間
接
勧
業
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
、
鈴
木
氏
は
述
べ
て
い

る。

6
)
 

(
l
 
「
起
立

T
商
会
社
へ
荷
為
替
金
ト
シ
テ
貸
与
セ
シ
金
額
十
七
年
以
降
無
利
子
ニ
テ
十
五
ケ

年
賦
二
返
納
ス
」
『
公
文
類
緊
」
第
七
編
、
明
治
十
六
年
、
第
四
十
四
巻
、
財
政
、
収
支
五
、

同
立
公
文
書
館
本
館
二
A
|
0
1
―
|
 
0
0
•

類
O
O
i
二
七

0
0
。

(17) 

)
う
し
た
貸
付
金
処
理
に
関
し
て
は
、
角
山
、

一
九
九
七
年
、
及
び
宮
地
、

二
0
0
六
年

に
詳
し
い
。

(18)
宮
地
、

::oo六
年
。

19)
岡
田
俊
平
「
明
治
初
期
に
お
け
る
貿
易
金
融
」
『
金
融
経
済
』

一
九
五
九
年
、

五
七
号
、

,___

,11-

—

-1,

'
999/999999, 

一
九
ー
ニ
七
頁
。

(20)
宮
地

-

〔

0
0
六
年
。

引
用
箇
所
は
六
九
頁
。

1
)
 

(
2
 
樋
田
、
前
掲
書
、

三
五
六
ー
ニ
五
し
貞
。

22 

こ
の
製
造
所
に
関
し
て
は
香
取
秀
〗
県
「
内
尾
巾
郎
翁
の
談
話
」
＂
日
本
美
術
協
会
報
古
」

昭
和
六
年
十
月
り
、

一
九
三
一
年
、
―
-
|
-
-
L
頁
に
記
述
が
存
在
す
る
。

こ
の
叫
事
は
、

起
立
上
商
会
社
の
社
員
だ
っ
た
西
尾
卓
郎
へ
の
取
材
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
て
あ
る
し

起
立
工
商
会
社
の
廃
業
か
ら
か
な
り
年
月
が
た
っ
て
い
る
た
め
か
、
設
i
>
時
当
時
の
文
献

資
料
の
記
述
と
多
少
の
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
大
筋
に
お
い
て
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は

な
い
た
め
、
起
立

T
商
会
社
の
組
織
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
基
本
的
資
料
と
一
口
え
る
。

樋
田
氏
は
、
こ
こ
で
の
職

T
に
、
服
部
杏
圃
な
ど
の
ウ
ィ
ー
ン
カ
同
栂
覧
会
参
加
者
や
、

栂
覧
會
事
務
局
の
製
造
所
に
在
籍
し
て
い
た
も
の
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
樋
田
、

前
掲
書
、

二
五
六
ー
．
―
-
五
七
頁
。

3
)
 

(
2
 
明
治
十
年
「
東
京
府
下
起
立
工
商
会
社
ヲ
保
護
ス
」
『
記
録
材
料
』
明
治
十
年
十
一
月
、

公
文
書
館
本
館
ー
ニ
A-
0

三
五
I
O
-
•
記

0
0

五
九
八
一
0
0
参
照
。

~ 

24 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ガ
国
博
覧
会
で
は
、
出
品
さ
れ
た
陶
磁
器
の
内
、
特
に
古
い
も
の
を

中
心
と
し
た
物
品
は
、
博
覧
会
終
了
後
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
栂
物
館
の
所
有
と
な
る

こ
と
が
当
初
の
時
点
で
決
定
し
て
い
た
。
こ
の
経
緯
は
、
F
r
a
n
k
s

(AW), J
a
p
a
n
e
s
e
 

Pottery :
 Be
i
n
g
 a
 N
a
t
w
e
 R
e
p
o
r
t
 w
i
t
h
 a
n
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 a
n
d
 C
a
t
a
l
o
g
u
e
,
 

L
o
n
d
o
n
,
1
8
8
0
,
 
pp. xiii'うri,'Preface"・（国際

R
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
）
に
あ

る
程
度
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
売
却
に
関
し
て
は
、
坂
本
久

f
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

万
国
博
覧
会
の
日
本
の
出
品
物
ー
英
国
の
二
つ
の
美
術
館
と
の
関
連
」
『

H
本
デ
サ
イ
ン

学
会
誌
ー
デ
サ
イ
ン
学
研
究
第

46
回
研
究
発
表
大
会
概
要
集
』

一
九
九
九
年
、

一
九
四

|
―
九
五
貞
に
詳
し
い
。

ま
た
、
J
A
C
K
S
O
N

(A.), "
I
m
a
g
i
n
i
n
g
 J
a
p
a
n
:
 T
h
e
 

V
i
c
t
o
r
i
a
n
 P
e
r
c
e
p
t
i
o
n
 a
n
d
 A
c
q
u
i
s
i
t
i
o
n
 of J
a
p
a
n
e
s
e
 Culture", J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 

D
e
s
i
g
n
 History, Vol. 5
 No
.
 4, 
1992, pp.245 ,
 
256. 
で
は
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
博

物
館
が

H
本
の
物
品
を
購
入
す
る
際
の
交
渉
は
、
P
h
i
l
i
p
Cunliffe ,
 
O
w
e
n
が
、
佐
野
常

民
を
通
し
て
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

5
)
 

(
2
 
「
東
京
大
博
物
館
建
設
之
報
告
書
」
『
公
文
録
』
明
治
九
年
、
第
二
百
四
十
巻
（
澳
国
博
覧

-61-
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会
報
告
書
第
一
）
所
収
の
も
の
を
参
照
。
こ
の
文
書
自
体
は

『
公
文
録
」
明
治
八
年
、
第

六
ノ
ニ
巻
、
課
局
附
録
(
-
)
に
存
在
し
て
い
る
も
の
が
原
本
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
ち
ら

は
欠
巻
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
内
容
は
田
中
芳
男
、
平
山
成
信
編
『
澳
國
博
覧
會
参
同

紀
要
』
中
編
、

一
八
九
七
年
、
（
復
刻
、
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
第
八
集
二
巻
、

一
九
五
九
年
）
、
ヒ
ー
一

0
頁
参
照
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
鈴
木
淳
、
前
掲
論
文
に
お

い
て
こ
の
点
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
佐
野
の
方
針
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
た
も

の
と
し
て
、

ワ
グ
ネ
ル
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
鈴
木
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
『
澳
國
博
覧
會
参
同
紀
要
』

の
記
述
は
、
明
治
七
年
三
月
二
十
日
に
起
き
た
フ
ラ
ン

ス
船
ニ
ー
ル
号
の
沈
没
事
故
に
つ
い
て
詳
細
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
、
当
時
の
博

覧
会
事
業
の
当
事
者
に
よ
る
執
筆
で
は
あ
る
も
の
の
ー
あ
る
い
は
む
し
ろ
当
事
者
に
よ
る

執
筆
で
あ
る
が
故
に
ー
ウ
ィ
ー
ン
ガ
国
博
覧
会
に
ま
つ
わ
る
全
て
の
状
況
を
当
時
の
認
識

に
立
っ
て
克
明
に
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
読
ま
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
。

~ 

26 

こ
の
図
案
指
導
と

『
温
知
図
録
』

の
問
題
に
関
し
て
は
拙
論
参
照
。

27)
鈴
木
、
前
掲
論
文
。

8
)
 

(
2
 
「
エ
商
会
社
総
代
松
尾
俵
助
等
資
金
ヲ
三
井
組
ヨ
リ
借
人
処
分
」
『
太
政
類
典
』
第
二
編
、

明
治
四
年
か
ら
明
治
十
年
、
第
一
六
一
巻
、
産
業
一
〇
商
業
三
、
公
文
書
館
本
館
二

A

|

0
0

九
ー
0
0
•

太
0
0

三
八
三
一
0
0

よ
り
の
引
用
。

29 

こ
の
点
は
「
掏
器
画
貞
着
色
発
明
後
応
用
ノ
経
歴
」
（
前
掲
『
澳
閥
博
覧
會
参
同
紀
要
』
中
編
、

―
二
八
ー
一
三
一
頁
、

一
八
九
七
年
所
収
）
を
参
照
。

,'  

30 

こ
う
し
た
起
立
工
商
会
社
の
組
織
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
西
尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
に
記
述

が
存
在
す
る
。

(31)
前
掲
「
陶
器
画
真
着
色
発
明
後
応
用
ノ
経
歴
」
参
照
。
服
部
杏
圃
ら
の
い
わ
ゆ
る
東
京
絵

付
に
関
し
て
は
、
小
林
純
子
「
『
日
本
画
』
ま
と
う
工
芸
ー
東
京
絵
付
と
明
治
前
期
の
応

用
美
術
政
策
」
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』

一
九
九
七
年
、

四
五
ー

二
号
、

七
四
頁
も
参
照
。

32)
前
掲
「
西
尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
よ
り
。

(33)
前
掲
「
東
京
府
下
起
立
工
商
会
社
ヲ
保
護
ス
」
参
照
。

34 
~ 

前
掲
「
西
尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
参
照
。

(35 
岩
墜
義
光
面
明
治
11
年
巴
里
万
国
博
覧
会
と
日
本
の
参
同
」
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究

報
告
．
人
文
科
学
』
十
二
号

一
九
八
五
年
、
九
ニ
ー
一
＾
一
四
頁
。

~ 

36 

岩
嘩
、
前
掲
論
文
、

―
―
二
頁
。

37 

西
尾
喜
三
郎
「
本
邦
出
品
二
関
ス
ル
外
國
悼
覧
會
ノ
話
」
上
『
日
本
美
術
協
会
報
告
」

一
八
一
号
、

一
九

0
四
年
、
五
一
ー
六
二
頁
。
此
の
西
尾
喜
三
郎
と
は
、
西
尾
卓
郎
で
あ

り
、
エ
商
会
社
が
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
際
し
設
置
し
た
支
店
で
物
品
販
売
を
行
っ
て
い
た

様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

38 

明
治
十
一
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
関
す
る
『
温
知
図
録
』
所
収
の
図
案
は
、
非
常
に
少

な
い
。
明
治
十
四
年
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
関
す
る
図
案
は
非
常
に
多
い
た
め
、

明
治
十
一
年
に
お
け
る
図
案
の
減
少
は
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
物
が
、
事
実
上
こ
の
博

覧
会
に
お
け
る
政
府
出
品
物
の
主
力
の
一
角
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る。

9
)
 

(
3
 
前
掲
「
西
尾
卓
郎
翁
の
談
話
」
参
照
。
こ
う
し
た
職
工
の
出
自
は
様
々
だ
が
、
皮
革

t
の

-62-

小
林
総
齋
な
ど
の
よ
う
に
東
京
駒
込
に
住
み
幕
府
の
依
頼
で
武
具
を
製
作
し
て
い
た
職
工

で
、
維
新
後
は
そ
う
し
た
製
作
依
頼
も
な
く
な
り
、
西
洋
人
の
依
頼
な
ど
を
細
々
と
請
け

負
っ
て
い
た
人
物
な
ど
も
お
り
、
起
立
工
商
会
社
の
製
造
所
へ
の
雇
用
は
、
維
新
後
仕
事

の
な
く
な
っ
た
職
工
の
再
登
用
の
よ
う
な
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
う
し
た
職
I
の

経
歴
は
、
樋
田
、
前
経
書
参
照
。

(40)
樋
田
、
前
掲
書
。

41 
ヽ

『
温
知
図
録
」
第
一
二
輯
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
「
前
文
」
に
は
、
「
明
治

t
三
年
十
二
月
」

の
日
付
と
と
も
に
所
収
の
図
案
か
、
明
治
十
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
際
し
て
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
前
文
」
は
第
一
輯
と
同
じ
く
山
高
信
離
に

よ
る
。

(42)
横
溝
、
前
掲
論
文
。

43)
横
溝
、

一
九
九
八
年
参
照
。

(44)
鈴
木
華
祁
の
名
前
は

『
日
本
出
品

H
録
』
中
の
「
米
國
博
覧
会
委
員
人
名
表
」
に
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
『
温
知
図
録
』
第
一
輯
の
「
前
文
」
に
は
鈴
木
華
祁
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て



い
な
い
た
め
、
鈴
木
華
祁
が
『
温
知
図
録
』
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
存
在

し
な
い
。

(45)
前
田
正
名
「
前
田
正
名
自
叙
伝
」
『
社
会
及
国
家
』
二
五
六
号
、

一
九
―

-t年。

6
)
 

(
4
 
圃
前
。

(47)
佛
國
博
覧
會
事
務
局
『
仏
蘭
西
巴
里
府
大
博
覧
會
報
告
書
』
全
二
冊
、
佛
國
博
覧
會
事
務

局、

一
八
八

0
年
。
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

8
)
 

(
4
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 i
m
p
e
r
i
a
l
e
 J
a
p
a
n
,
 L
e
 J
a
p
a
n
 [
'
E
x
p
o
s
i
t
i
o
n
 universelle d
e
 1
8
7
8
,
 

2
v
o
l
s
 

•• 

Paris. 

9
)
 

(
4
 
圃
前
。

(50)
前
掲
「
起
立
工
商
会
社
へ
術
為
替
金
ト
シ
テ
貸
与
セ
シ
金
額
十
七
年
以
降
無
利
子
ニ
テ

十
五
ケ
年
賦
二
返
納
ス
」
。

付
記

）
の
論
文
は
一
―
〇

一
年
七
月
二
十
三
日
の
明
治
美
術
学
会
西
支
部
例
会
で
の
発
表
に
加
筆

し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
研
究
は
、

二
0
1
0
年
度
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
助
成
金
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
本
論
執
筆
に
際
し
ま
し
て
、
国
際
日
本
文
化

セ
ン
タ
ー
教
授
稲
賀
繁
美
先
牛
、
神
戸
大
学
准
教
授
宮
下
規
久
朗
先
生
か
ら
多
大
な
御
示
唆
と

御教―ム小を賜りました。末筆ながらここに記し感謝の意を申しあげます。
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